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荒
木
田
麗
女
の
歴
史
物
語『
笠
舎
』の
全
体
像 

 
 

 
 

雲 

岡  

梓   
  

は
じ
め
に 

 

荒
木
田
麗
女
（
一
七
三
二
～
一
八
〇
六
）
が
執
筆
し
た
『
笠
舎
』
は
、

神
武
天
皇
か
ら
安
徳
天
皇
ま
で
の
八
十
一
代
の
間
の
出
来
事
を
編
年
体
で

記
す
長
編
歴
史
物
語
で
あ
る
。
四
鏡
と
同
様
の
仮
託
的
構
成
で
、
伊
勢
の

蓮
台
寺
の
僧
房
で
雨
宿
り
を
す
る
間
に
長
寿
の
老
人
か
ら
聞
い
た
昔
語
り

を
書
き
記
し
た
も
の
と
す
る
。
麗
女
の
著
作
の
中
で
も
大
部
の
書
で
あ
る

が
、
完
本
が
現
存
せ
ず
、
翻
刻
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。 

本
書
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
戦
前
に
千
田
憲
氏
が
紹
介
し
て
い

る
（
１
）
。
し
か
し
千
田
氏
が
調
査
し
て
以
降
、
残
存
状
況
に
変
化
も
生
じ
、

典
拠
を
推
測
し
得
る
新
た
な
資
料
も
発
見
さ
れ
た
た
め
、
こ
こ
に
再
度
『
笠

舎
』
の
全
体
像
を
詳
細
に
提
示
し
た
い
。 

 

一
、
成
立
と
構
成 

麗
女
の
著
作
の
書
名
・
執
筆
着
手
日
・
完
成
日
・
冊
数
等
を
詳
細
に
記

す
資
料
、
『
檜
垣
麗
女
著
述
目
録
』（
２
）

に
は
、
以
下
の
記
載
が
あ
る
。 

笠
舎 

五
十
五

局
（
マ
マ
） 

従
同
年
（
※
注
・
安
永
二
年
）
五
月
廿
一
日 

至
同
三
年
正
月
二
十
六
日
成 

こ
れ
に
拠
る
と
、
麗
女
は
四
十
二
歳
の
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
五
月

二
十
一
日
に
執
筆
に
着
手
し
、
お
お
よ
そ
八
ヶ
月
後
の
翌
安
永
三
年
正
月

に
完
成
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
冊
数
は
五
十
五
冊
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

ま
た
、
麗
女
の
自
伝
『
慶
徳
麗
女
遺
稿
』（
３
）

に
も
、
成
立
事
情
の
窺

え
る
記
述
が
あ
る
。 

そ
れ
よ
り
、
日
本
紀
を
は
じ
め
、
我
が
朝
の
国
史
類
、
諸
家
の
記
等
、

又
公
事
の
書
、
有
職
の
書
の
類
を
み
る
に
、
殊
に
お
も
し
ろ
く
、
心
と 

む
る
や
う
な
り
し
か
ば
、
又
良
人
、
さ
ら
に
仮
名
国
史
に
似
た
ら
ん
こ

と
を
も
書
出
で
よ
と
望
ま
る
ゝ
に
よ
り
、「
池
の
藻
屑
」
を
書
き
た
り
。

是
は
北
海
先
生
の
序
あ
り
。
跋
は
岩
垣
亮
卿
な
り
。
後
三
角
先
生
も
序

を
添
へ
ら
る
。
次
に
「
月
の
行
へ
」
は
、
野
公
台
の
序
あ
り
。
（
略
）

笠
舎
五
十
四
冊
は
、
こ
れ
も
国
史
に
な
ら
へ
り
。 

 

こ
こ
で
は
、
国
史
や
公
事
、
有
職
故
実
の
書
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
麗

女
が
夫
の
勧
め
に
よ
っ
て
歴
史
物
語
執
筆
を
始
め
、『
池
の
藻
屑
』
、『
月
の

行
方
』
に
続
い
て
『
笠
舎
』
を
完
成
さ
せ
た
経
緯
が
や
や
詳
し
く
書
か
れ

て
い
る
。
冊
数
は
『
檜
垣
麗
女
著
述
目
録
』
の
記
録
よ
り
も
一
冊
少
な
く
、

五
十
四
冊
と
あ
る
。
な
お
、『
池
の
藻
屑
』
は
後
醍
醐
天
皇
か
ら
後
陽
成
天

皇
ま
で
の
十
四
代
、『
月
の
行
方
』
は
高
倉
天
皇
と
安
徳
天
皇
二
代
の
歴
史

を
記
す
も
の
で
あ
る
。 

『
笠
舎
』
は
後
述
す
る
通
り
残
欠
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
代
神
武

天
皇
か
ら
安
徳
天
皇
ま
で
の
歴
史
を
記
す
こ
と
が
わ
か
り
、『
池
の
藻
屑
』
、

『
月
の
行
方
』
に
書
か
な
か
っ
た
神
武
天
皇
以
降
、
高
倉
天
皇
以
前
の
歴

史
を
補
う
意
図
が
窺
え
る
。
た
だ
し
高
倉
天
皇
、
安
徳
天
皇
に
つ
い
て
は

『
月
の
行
方
』
に
書
か
れ
た
時
期
と
重
複
し
て
い
る
。 

 

『
笠
舎
』
序
文
は
、
に
わ
か
雨
に
見
舞
わ
れ
た
聞
き
手
が
笠
舎
り
の
た

め
に
伊
勢
の
蓮
台
寺
僧
房
に
立
ち
寄
り
、
老
翁
か
ら
昔
語
り
を
聞
く
と
い

う
、
四
鏡
に
倣
っ
た
仮
託
的
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
『
笠
舎
』

と
い
う
書
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
語
り
の
場
と
な
っ
て
い
る
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蓮
台
寺
と
は
鼓
嶽
山
蓮
台
寺
で
、
明
治
二
年
に
廃
寺
に
な
り
、
現
在
の
伊

勢
市
勢
田
町
滝
口
に
遺
構
が
残
る
。 

 

二
、
諸
本
と
残
欠
状
況 

『
笠
舎
』
は
国
立
国
会
図
書
館
に
麗
女
自
筆
本
が
、
名
古
屋
大
学
附
属

図
書
館
に
写
本
が
所
蔵
さ
れ
る
。
ど
ち
ら
も
完
本
で
は
な
く
、
国
立
国
会

図
書
館
本
『
笠
舎
』
（
以
下
、
国
会
図
書
館
本
）
は
巻
一
、
二
、
三
、
四
、

十
六
、
二
十
、
二
十
一
、
二
十
三
、
二
十
四
、
二
十
五
、
二
十
八
、
三
十

（
上
）
、
三
十
三
、
三
十
四
、
三
十
六
、
三
十
七
（
上
）
、
三
十
八
、
三
十

九
、
四
十
一
、
四
十
二
巻
を
欠
き
、
三
十
一
冊
が
残
る
。
名
古
屋
大
学
附

属
図
書
館
本
『
笠
舎
』
（
以
下
、
名
古
屋
大
学
本
）
は
三
、
四
巻
を
欠
き
、

三
十
三
冊
が
残
る
。 

 

論
述
の
便
宜
上
、
国
会
図
書
館
本
・
名
古
屋
大
学
本
の
書
誌
を
簡
単
に

示
す
。 

 

①
国
会
図
書
館
本 

【
所
蔵
】 

国
立
国
会
図
書
館
（
請
求
記
号
：8

31
-14

）
。 

三
十
一
冊
が
残
存
。 

 

【
表
紙
】 

黒
色
無
地
。
二
十
四
・
一
×
十
六
・
九
（
㎝
）
。 

【
外
題
】 

「
笠
舎 

一
」
題
簽
左
肩
（
後
補
。
巻
号
は
時
代
の
古
い
順
に

一
か
ら
三
十
一
ま
で
付
さ
れ
る
。
見
返
し
に
自
筆
で
記
さ
れ

る
巻
数
と
一
致
し
て
い
な
い
）
。 

【
内
題
】 

な
し
。 

【
見
返
し
】「
廿
六 

武
烈
帝
ゟ

／
三
十
一 

敏
達
天
皇
迄

／
五
」
の
よ
う
に

記
さ
れ
る
。 

【
書
写
者
】
麗
女
自
筆
。 

 

【
備
考
】 

稿
本
で
貼
紙
・
○
印
△
印
を
付
し
て
の
書
入
あ
り
。 

 

②
名
古
屋
大
学
本 

【
所
蔵
】 

名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
（
請
求
記
号
：9

1
3
.
5
/
A
/

神
皇
）
。

 

三
十
三
冊
が
残
存
。 

 

【
表
紙
】 

藍
色
無
地
。
二
十
六
・
〇
×
十
七
・
五
（
㎝
）
。 

【
外
題
】 

な
し
。 

【
内
題
】 

な
し
。 

【
見
返
し
】「
十
二
代

景
行
天
皇
ヨ
リ

／
十
六
代

応
神
天
皇
マ
デ

／
二
」
の
よ
う
に
記

さ
れ
る
。 

【
書
写
者
】
不
明
。
筆
跡
か
ら
見
て
、
麗
女
・
夫
家
雅
で
は
な
い
。 

 

【
来
歴
】 

巻
一
の
一
丁
表
（
遊
紙
）
に
貼
紙
し
、「
慶
徳
荒
木
田
麗
女
著

／
笠
舎 

三
十
四
冊
／
但
原
稿
自
書
ハ
別
ニ
所
蔵
セ
リ
／
両

日
庵
蔵
」
と
あ
り
、
両
日
庵
旧
蔵
書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

両
日
庵
は
幕
末
～
明
治
の
伊
勢
の
書
家
、
江
川
近
情
。 

【
備
考
】 

国
会
図
書
館
本
の
清
書
本
。 

  

見
返
し
に
記
入
さ
れ
る
通
り
、『
笠
舎
』
は
各
天
皇
一
代
の
間
の
出
来
事

に
つ
い
て
編
年
体
で
記
し
て
い
る
。
第
一
代
の
神
武
天
皇
以
外
は
、「
第
二

代
の
帝
綏
靖
天
皇
と
申
奉
る
、
御
諱
神
渟
名
川
耳
の
尊
と
て
、
神
武
天
皇

第
三
の
皇
子
に
お
は
し
ま
す
。
」
と
、
天
皇
の
代
・
諡
・
諱
・
出
自
を
記
す

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。『
今
鏡
』
、『
増
鏡
』
の
よ
う
に
雅
な
巻
題
を
付
さ
ず
、

冒
頭
に
天
皇
の
名
称
を
掲
げ
る
の
み
で
あ
る
こ
と
は
、『
池
の
藻
屑
』、『
月

の
行
方
』
と
同
様
で
あ
る
。 

 
国
会
図
書
館
本
も
名
古
屋
大
学
本
も
序
文
・
跋
文
を
欠
く
が
、
麗
女
の

和
文
集
『
麗
女
文
集 

下
』（
４
）

に
「
笠
舎
序
」
、
「
同
跋
」
が
収
載
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と
は
序
・
跋
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

序
文
に
並
外
れ
て
長
寿
の
老
人
が
登
場
し
、
聞
き
手
に
昔
語
り
を
始
め
る

場
面
が
描
か
れ
る
点
は
四
鏡
と
同
様
で
あ
る
。
そ
し
て
物
語
の
最
後
に
再

び
老
人
の
語
り
に
回
帰
し
、「
此
後
の
御
代
の
こ
と
は
く
さ
〴
〵
し
う
申
さ  
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る

−13−



 

（14）

ん
よ
り
は
、
増
鏡
な
ど
御
ら
ん
じ
て
よ
。
い
と
あ
き
ら
か
に
ま
の
あ
た
り

見
る
心
ち
な
ん
し
侍
る
ぞ
か
し
、
と
て
、
さ
ら
に
聞
へ
出
る
こ
と
も
な
し
。
」

と
の
一
文
で
物
語
が
終
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
麗
女
に
第
一
代
天
皇
か
ら
始

め
て
『
増
鏡
』
に
接
続
す
る
歴
史
物
語
を
執
筆
す
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。 

本
文
は
、
奈
良
時
代
頃
ま
で
は
一
巻
に
つ
き
数
代
の
記
事
を
収
め
、
平

安
時
代
前
期
の
終
わ
り
頃
ま
で
は
、
お
お
む
ね
一
巻
に
つ
き
一
代
の
記
事

を
収
め
る
。
平
安
時
代
中
期
以
降
は
一
代
に
つ
き
上
下
二
冊
に
分
か
れ
る

巻
が
出
て
く
る
。
以
下
、
諸
本
の
残
存
す
る
巻
と
そ
の
内
容
を
、
見
返
し

に
記
入
さ
れ
る
巻
号
に
従
っ
て
一
覧
に
示
す
。 
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巻
一
五 

巻
一
四 

巻
一
三 

巻
一
二 

巻
一
一 

巻
一
〇 

巻
九 

巻
八 

巻
七 

巻
六 

巻
五 

巻
四 

巻
三 

巻
二 

巻
一 

  

50
桓
武 

49
光
仁 

48
称
徳 

46
孝
謙
・
47
廃
帝
（
淳
仁
） 

45
聖
武 

43
元
明
・
44
元
正 

41
持
統
・
42
文
武 

38
斉
明
・
39
天
智
・
40
天
武 

35
舒
明
・
36
皇
極
・
37
孝
徳 

32
用
明
・
33
崇
峻
・
34
推
古 

26
武
烈
・
27
継
体
・
28
安
閑
・
29
宣
化
・
30
欽
明
・

31
敏
達 

欠 欠 欠 欠 

国
会
図
書
館
本 

50
桓
武 

49
光
仁 

48
称
徳 

46
孝
謙
・
47
廃
帝
（
淳
仁
） 

45
聖
武 

43
元
明
・
44
元
正 

41
持
統
・
42
文
武 

38
斉
明
・
39
天
智
・
40
天
武 

35
舒
明
・
36
皇
極
・
37
孝
徳 

32
用
明
・
33
崇
峻
・
34
推
古 

26
武
烈
・
27
継
体
・
28
安
閑
・
29
宣
化
・
30
欽
明
・
31
敏

達 欠 欠 12
景
行
・
13
成
務
・
14
仲
哀
・
15
神
功
皇
后
・
16
応
神 

１
神
武
・
２
綏
靖
・
３
安
寧
・
４
懿
徳
・
５
孝
昭
・
６
孝
安
・

７
孝
霊
・
８
孝
元
・
９
開
化
・
10
崇
神
・
11
垂
仁 

名
古
屋
大
学
本 

 

（14）

ん
よ
り
は
、
増
鏡
な
ど
御
ら
ん
じ
て
よ
。
い
と
あ
き
ら
か
に
ま
の
あ
た
り

見
る
心
ち
な
ん
し
侍
る
ぞ
か
し
、
と
て
、
さ
ら
に
聞
へ
出
る
こ
と
も
な
し
。
」

と
の
一
文
で
物
語
が
終
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
麗
女
に
第
一
代
天
皇
か
ら
始

め
て
『
増
鏡
』
に
接
続
す
る
歴
史
物
語
を
執
筆
す
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。 

本
文
は
、
奈
良
時
代
頃
ま
で
は
一
巻
に
つ
き
数
代
の
記
事
を
収
め
、
平

安
時
代
前
期
の
終
わ
り
頃
ま
で
は
、
お
お
む
ね
一
巻
に
つ
き
一
代
の
記
事

を
収
め
る
。
平
安
時
代
中
期
以
降
は
一
代
に
つ
き
上
下
二
冊
に
分
か
れ
る

巻
が
出
て
く
る
。
以
下
、
諸
本
の
残
存
す
る
巻
と
そ
の
内
容
を
、
見
返
し

に
記
入
さ
れ
る
巻
号
に
従
っ
て
一
覧
に
示
す
。 
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巻
三
一 

巻
三
〇 

巻
二
九 

巻
二
八 

巻
二
七 

巻
二
六 

巻
二
五 

巻
二
四 

巻
二
三 

巻
二
二 

巻
二
一 

巻
二
〇 

巻
一
九 

巻
一
八 

巻
一
七 

巻
一
六 

67
三
条 

上
巻
欠
・
66
一
条
（
下
）
※
巻
三
〇
上
・
巻
三
〇
下

の
二
冊
に
分
か
れ
、
下
巻
の
み
現
存
。 

64
円
融
（
下
）
・
65
花
山 

欠 

※
擬
古
物
語
『
山
の
井
』
と
混
同
し
、
京
都
大

学
附
属
図
書
館
に
『
麗
女
世
継
物
語
』
の
仮
題
で
一

括
保
管
さ
れ
る
。
同
巻
一
が
64
円
融
（
上
）。 

63
冷
泉 

62
村
上
（
上
）・
同
（
下
）
※
巻
二
六
上
・
巻
二
六
下

の
二
冊
に
分
か
れ
る
。 

欠 欠 欠 58
光
孝 

欠 欠 55
文
徳 

54
仁
明 

53
淳
和 

欠 

78
二
条
（
下
） 

76
近
衛 

73
堀
河
（
下
） 

71
後
三
条 

68
後
一
条
（
下
） 

68
後
一
条
（
上
） 

67
三
条 

66
一
条
（
下
） 

64
円
融
（
下
）
・
65
花
山 

63
冷
泉 

62
村
上
（
上
）
・（
下
） 

61
朱
雀
（
下
） 

58
光
孝 

55
文
徳 

54
仁
明 

53
淳
和 
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巻
四
五 

巻
四
四 

巻
四
三 

巻
四
二 

巻
四
一 

巻
四
〇 

巻
三
九 

巻
三
八 

巻
三
七 

巻
三
六 

巻
三
五 

巻
三
四 

巻
三
三 

巻
三
二 

81
安
徳
（
上
）・
同
（
下
）
※
巻
四
五
上
・
巻
四
五
下

の
二
冊
に
分
か
れ
る
。 

80
高
倉
（
上
）・
同
（
下
）
※
巻
四
四
上
・
巻
四
四
下

の
二
冊
に
分
か
れ
る
。 

78
二
条
（
下
）
・
79
六
条 

欠 欠 76
近
衛 

欠 欠 上
巻
欠
・
73
堀
河
（
下
）
※
巻
三
七
上
・
巻
三
七
下

の
二
冊
に
分
か
れ
、
下
巻
の
み
現
存
。 

欠 71
後
三
条 

欠 欠 68
後
一
条
（
上
）・
同
（
下
）
※
巻
三
二
上
・
巻
三
二

下
の
二
冊
に
分
か
れ
る
。 

          

81
安
徳
（
下
） 

81
安
徳
（
上
） 

80
高
倉
（
下
） 

80
高
倉
（
上
） 

16 
 

                        

巻
三
一 

巻
三
〇 

巻
二
九 

巻
二
八 

巻
二
七 

巻
二
六 

巻
二
五 

巻
二
四 

巻
二
三 

巻
二
二 

巻
二
一 

巻
二
〇 

巻
一
九 

巻
一
八 

巻
一
七 

巻
一
六 

67
三
条 

上
巻
欠
・
66
一
条
（
下
）
※
巻
三
〇
上
・
巻
三
〇
下

の
二
冊
に
分
か
れ
、
下
巻
の
み
現
存
。 

64
円
融
（
下
）
・
65
花
山 

欠 

※
擬
古
物
語
『
山
の
井
』
と
混
同
し
、
京
都
大

学
附
属
図
書
館
に
『
麗
女
世
継
物
語
』
の
仮
題
で
一

括
保
管
さ
れ
る
。
同
巻
一
が
64
円
融
（
上
）。 

63
冷
泉 

62
村
上
（
上
）・
同
（
下
）
※
巻
二
六
上
・
巻
二
六
下

の
二
冊
に
分
か
れ
る
。 

欠 欠 欠 58
光
孝 

欠 欠 55
文
徳 

54
仁
明 

53
淳
和 

欠 

78
二
条
（
下
） 

76
近
衛 

73
堀
河
（
下
） 

71
後
三
条 

68
後
一
条
（
下
） 

68
後
一
条
（
上
） 

67
三
条 

66
一
条
（
下
） 

64
円
融
（
下
）
・
65
花
山 

63
冷
泉 

62
村
上
（
上
）
・（
下
） 

61
朱
雀
（
下
） 

58
光
孝 

55
文
徳 

54
仁
明 

53
淳
和 
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国
会
図
書
館
本
・
名
古
屋
大
学
本
を
比
較
す
る
と
、
国
会
図
書
館

本
で
は
巻
二
十
六
、
三
十
、
三
十
二
、
三
十
七
、
四
十
四
、
四
十
五

が
上
下
二
冊
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
名
古
屋
大
学
本
で
は
こ
れ
ら
は

一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
国
会
図
書
館
本
は
全

四
十
五
巻
あ
り
、
上
下
巻
に
別
れ
て
い
る
冊
数
分
を
加
え
る
と
、
本

文
だ
け
で
五
十
一
冊
に
な
る
。『
慶
徳
麗
女
遺
稿
』
に
は
五
十
四
冊
と

あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
欠
け
て
い
る
部
分
に
上
下
二
冊
か
ら
成
る
巻

が
あ
り
、
本
文
だ
け
で
五
十
四
冊
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
こ
に
序

文
一
冊
を
加
え
る
と
、『
檜
垣
麗
女
著
述
目
録
』
に
記
載
さ
れ
る
五
十

五
冊
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
麗
女
が
執
筆
し
た
当

初
の
『
笠
舎
』
の
原
型
で
あ
っ
た
。 

一
方
、
名
古
屋
大
学
本
で
は
、
欠
け
て
い
る
時
代
に
拘
泥
せ
ず
、

残
存
部
分
の
見
返
し
に
古
い
順
か
ら
巻
数
を
振
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
お
そ
ら
く
名
古
屋
大
学
本
が
筆
写
さ
れ
た
時
点
で
、
自
筆
本

で
あ
る
国
会
図
書
館
本
に
す
で
に
欠
巻
が
生
じ
て
い
た
た
め
、
筆
写

し
た
人
物
が
欠
け
て
い
る
箇
所
を
省
き
、
写
し
た
順
に
一
か
ら
三
十

五
と
い
う
巻
数
を
補
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
に
自
筆
本
で
上
下

二
冊
に
分
か
れ
て
い
る
巻
も
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
千
田
氏
は
名
古
屋
大
学
本
の
残
存
状
況
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

然
し
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
完
本
の
写
本
は
見
当
た
ら
ず
、
名
古 

屋
大
学
本
で
も
次
の
天
皇
の
巻
々
が
欠
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
上

代
に
於
い
て
は
、 

仁
徳
・
履
中
・
反
正
・
允
恭
・
安
康
・
雄
略
・
清
寧
・
顕
宗
・ 

仁
賢 

の
九
代
が
連
続
し
て
欠
け
、
平
安
期
に
於
い
て
は
、 

平
城
・
嵯
峨 

清
和
・
陽
成 

宇
多
・
醍
醐
・
朱
雀 

後
朱
雀
・
後
冷
泉 

白
河
・
「
堀
河
の
前
半
」 

鳥
羽
・
崇
徳 

後
白
河
・
「
二
條
の
前
半
」 

と
、
飛
び
〳
〵
に
、
或
部
分
が
連
続
し
て
欠
げ
て

（
マ
マ
）

い
る
。 

 

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
千
田
氏
が
調
査
し
て
以
降
に
、
さ
ら
に
名

古
屋
大
学
本
か
ら
「
一
条
天
皇
上
」
と
「
六
条
天
皇
」
が
失
わ
れ
た

こ
と
に
な
る
。 

 

三
、
典
拠
に
つ
い
て 

本
書
の
典
拠
に
つ
い
て
、
千
田
氏
は
記
事
内
容
を
分
析
し
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
笠
舎
」
の
記
事
は
、
主
と
し
て
六
国
史
を
始
め
、
そ
の
他
の 

 

史
書
に
載
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
、
平
易
な
中
古
文
で
書
き

下
し
た
の
で
あ
っ
て
、
全
体
に
粉
飾
が
少
な
く
、
平
明
暢
達
の
文

体
で
終
止
し
て
い
る
。
大
和
時
代
の
記
事
は
、
「
日
本
紀
」
を
主

と
し
、
つ
い
で
「
続
日
本
紀
」
に
依
っ
て
文
を
成
し
て
い
て
、
こ

れ
に
合
わ
せ
て
「
旧
事
記
」
の
記
載
を
割
に
重
く
見
て
取
扱
っ
て

い
る
。 

こ
の
分
析
に
加
え
、
麗
女
夫
婦
の
蔵
書
目
録
と
思
わ
れ
る
資
料
『
要

書
目
』（
５
）
、『
書
目
』（
６
）

を
参
照
す
る
と
、
麗
女
の
執
筆
方
法
が
よ

り
詳
し
く
見
え
て
く
る
。 

例
え
ば
『
笠
舎
』
に
収
録
さ
れ
る
記
事
が
『
日
本
書
紀
』
に
収
載

さ
れ
る
記
事
内
容
と
重
複
し
、
人
名
の
表
記
や
日
付
が
一
致
す
る
点
、

第
十
五
代
天
皇
を
神
功
皇
后
と
す
る
な
ど
、
歴
代
天
皇
の
皇
位
継
承

の
順
序
が
『
日
本
書
紀
』
に
従
っ
て
い
る
点
か
ら
、
『
笠
舎
』
の
上
代

に
関
す
る
記
述
の
主
要
な
典
拠
は
、
千
田
氏
の
指
摘
す
る
通
り
『
日

−18−
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本
書
紀
』
で
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。 

加
え
て
、『
書
目
』
に
は
、
歴
史
物
語
執
筆
の
際
に
参
照
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
様
々
な
歴
史
書
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、

「
神
書
」
と
題
さ
れ
る
下
記
の
書
群
が
あ
る
。 

 
 
 
 

神
書 

 
 

神
代
巻
評
注 

尚
舎 

 
 

六 

 
 

同 

諺
解 
益
弘 

 
 
 

八 

 
 

同 

風
俗
抄 
信
慶 

 
 

十 

 
 

同 

合
解 

 
 
 
 
 
 

十
二 

 
 

同 

塩
土
伝 

 
 
 
 
 

五 

 
 

同 

私
説 

 
 
 
 
 
 

八 

 
 

同 

口
決 

 
 
 
 
 
 

五 

 
 

同 

直
指
抄 

 
 
 
 
 

五 

 
 

同 

藻
塩
草 

 

右
か
ら
順
に
、
竜
尚
舎
『
日
本
書
紀
神
代
巻
評
註
』
、
度
会
益
弘
『
日

本
書
紀
諺
解
』
、
中
西
信
慶
『
日
本
書
紀
神
代
巻
風
俗
鈔
』
、
清
原
国

賢
『
日
本
書
紀
合
解
』
、
白
井
宗
因
『
日
本
書
紀
神
代
私
説
』
、
忌
部

正
通
『
神
代
口
訣
』
、
谷
重
遠
『
神
代
巻
塩
土
伝
』
、
『
神
代
巻
直
指
詳

解
』
、
玉
木
正
英
『
神
代
巻
藻
塩
草
』
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

他
『
日
本
紀
私
記
』
、
『
釈
日
本
紀
』
、
『
日
本
紀
通
證
』
、
『
日
本
紀
竟

宴
和
歌
』
等
の
書
名
を
示
す
箇
所
も
あ
る
。 

そ
の
一
方
、
『
日
本
書
紀
』
そ
の
も
の
の
名
は
見
え
な
い
。
『
日
本

書
紀
』
は
江
戸
時
代
、
訓
点
を
施
し
た
寛
永
板
本
や
、
同
じ
く
訓
点

を
付
し
、
広
く
流
布
し
た
寛
文
九
年
板
本
な
ど
が
す
で
に
刊
行
さ
れ

て
い
た
が
、
麗
女
が
参
照
し
て
い
た
の
は
、
先
に
挙
げ
た
、
読
み
下

し
文
ま
で
付
さ
れ
た
豊
富
な
注
釈
書
類
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で

き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
主
と
し
て
『
日
本
書
紀
』
に
依
拠
し
な
が
ら

も
、『
古
事
記
』
、『
水
鏡
』
を
典
拠
と
し
た
と
見
ら
れ
る
記
事
も
数
箇

所
見
ら
れ
る
。 

次
い
で
平
安
時
代
以
降
の
記
事
に
つ
い
て
、
千
田
氏
は
内
容
の
分

析
に
よ
り
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

平
安
期
の
記
事
も
主
と
し
て
は
「
続
日
本
紀
」「
日
本
後
紀
」「
続 

日
本
後
紀
」
「
文
徳
実
録
」
「
三
代
実
録
」
「
日
本
紀
略
」
「
扶
桑 

略
記
」
「
一
代
要
記
」
「
帝
王
編
年
記
」
等
に
拠
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
中
で
、『
一
代
要
記
』、
『
帝
王
編
年
記
』
以
外
は
『
要
書
目
』
、

『
書
目
』
に
記
載
が
あ
る
。
こ
の
外
に
も
『
類
聚
国
史
』
、『
百
練
抄
』
、

『
本
朝
通
鑑
提
要
』
、
『
大
日
本
史
』
、
『
皇
年
代
私
記
』
、
『
皇
年
代
略

記
』
、
『
歴
代
皇
紀
』
、
『
神
皇
通
紀
』
、
『
神
皇
正
統
録
』
、
『
皇
代
暦
』

等
の
通
史
類
や
、『
台
記
』、『
権
記
』
、『
春
記
』
、『
山
槐
記
』
、『
玉
葉
』
、

『
愚
昧
記
』
、『
長
秋
記
』
、『
永
昌
記
』
等
の
公
家
の
日
記
、
『
備
後
風

土
記
』
、
『
豊
後
風
土
記
』
、
『
武
蔵
風
土
記
』
、
『
伊
賀
風
土
記
』
、
『
伊

勢
風
土
記
』
、
『
尾
張
風
土
記
』
、
『
駿
河
風
土
記
』
、
『
国
名
風
土
記
』

等
の
地
誌
類
の
名
が
見
え
る
。
主
た
る
典
拠
は
千
田
氏
の
指
摘
の
通

り
六
国
史
が
中
心
で
あ
る
が
、
麗
女
は
こ
れ
ら
多
数
の
書
物
を
博
捜

し
て
、
本
書
を
執
筆
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
記
述
方
法
に
は
、
お
お
む
ね
以
下
の
三
点
が
あ
る
。 

①
典
拠
と
す
る
漢
文
体
の
資
料
を
そ
の
ま
ま
和
文
体
に
直
す
も
の
。 

②
典
拠
と
す
る
資
料
の
記
事
を
圧
縮
し
て
、
大
筋
に
関
わ
ら
な
い
出 

来
事
や
台
詞
、
地
名
等
を
省
く
も
の
。 

③
典
拠
と
す
る
資
料
の
記
事
に
『
万
葉
集
』
等
か
ら
和
歌
を
引
用
す 

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
語
的
情
趣
を
加
味
す
る
も
の
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
例
を
挙
げ
る
と
以
下
の
如
く
で
あ
る
（
７
）
。 

 

①
富
士
山
噴
火
と
筥
荷
の
路
開
通 

 
 

日
本
逸
史 

 
 

甲
戌
、
廃
相
模
国
足
柄
路
、
開
筥
荷
路
途
、
以
富
士
焼
砕
石
塞 

 
 

道
也
。 
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国
会
図
書
館
本
・
名
古
屋
大
学
本
を
比
較
す
る
と
、
国
会
図
書
館

本
で
は
巻
二
十
六
、
三
十
、
三
十
二
、
三
十
七
、
四
十
四
、
四
十
五

が
上
下
二
冊
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
名
古
屋
大
学
本
で
は
こ
れ
ら
は

一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
国
会
図
書
館
本
は
全

四
十
五
巻
あ
り
、
上
下
巻
に
別
れ
て
い
る
冊
数
分
を
加
え
る
と
、
本

文
だ
け
で
五
十
一
冊
に
な
る
。『
慶
徳
麗
女
遺
稿
』
に
は
五
十
四
冊
と

あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
欠
け
て
い
る
部
分
に
上
下
二
冊
か
ら
成
る
巻

が
あ
り
、
本
文
だ
け
で
五
十
四
冊
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
こ
に
序

文
一
冊
を
加
え
る
と
、『
檜
垣
麗
女
著
述
目
録
』
に
記
載
さ
れ
る
五
十

五
冊
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
麗
女
が
執
筆
し
た
当

初
の
『
笠
舎
』
の
原
型
で
あ
っ
た
。 

一
方
、
名
古
屋
大
学
本
で
は
、
欠
け
て
い
る
時
代
に
拘
泥
せ
ず
、

残
存
部
分
の
見
返
し
に
古
い
順
か
ら
巻
数
を
振
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
お
そ
ら
く
名
古
屋
大
学
本
が
筆
写
さ
れ
た
時
点
で
、
自
筆
本

で
あ
る
国
会
図
書
館
本
に
す
で
に
欠
巻
が
生
じ
て
い
た
た
め
、
筆
写

し
た
人
物
が
欠
け
て
い
る
箇
所
を
省
き
、
写
し
た
順
に
一
か
ら
三
十

五
と
い
う
巻
数
を
補
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
に
自
筆
本
で
上
下

二
冊
に
分
か
れ
て
い
る
巻
も
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
千
田
氏
は
名
古
屋
大
学
本
の
残
存
状
況
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

然
し
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
完
本
の
写
本
は
見
当
た
ら
ず
、
名
古 

屋
大
学
本
で
も
次
の
天
皇
の
巻
々
が
欠
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
上

代
に
於
い
て
は
、 

仁
徳
・
履
中
・
反
正
・
允
恭
・
安
康
・
雄
略
・
清
寧
・
顕
宗
・ 

仁
賢 

の
九
代
が
連
続
し
て
欠
け
、
平
安
期
に
於
い
て
は
、 

平
城
・
嵯
峨 

清
和
・
陽
成 

宇
多
・
醍
醐
・
朱
雀 

後
朱
雀
・
後
冷
泉 

白
河
・
「
堀
河
の
前
半
」 

鳥
羽
・
崇
徳 

後
白
河
・
「
二
條
の
前
半
」 

と
、
飛
び
〳
〵
に
、
或
部
分
が
連
続
し
て
欠
げ
て

（
マ
マ
）

い
る
。 

 

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
千
田
氏
が
調
査
し
て
以
降
に
、
さ
ら
に
名

古
屋
大
学
本
か
ら
「
一
条
天
皇
上
」
と
「
六
条
天
皇
」
が
失
わ
れ
た

こ
と
に
な
る
。 

 

三
、
典
拠
に
つ
い
て 

本
書
の
典
拠
に
つ
い
て
、
千
田
氏
は
記
事
内
容
を
分
析
し
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
笠
舎
」
の
記
事
は
、
主
と
し
て
六
国
史
を
始
め
、
そ
の
他
の 

 

史
書
に
載
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
、
平
易
な
中
古
文
で
書
き

下
し
た
の
で
あ
っ
て
、
全
体
に
粉
飾
が
少
な
く
、
平
明
暢
達
の
文

体
で
終
止
し
て
い
る
。
大
和
時
代
の
記
事
は
、
「
日
本
紀
」
を
主

と
し
、
つ
い
で
「
続
日
本
紀
」
に
依
っ
て
文
を
成
し
て
い
て
、
こ

れ
に
合
わ
せ
て
「
旧
事
記
」
の
記
載
を
割
に
重
く
見
て
取
扱
っ
て

い
る
。 

こ
の
分
析
に
加
え
、
麗
女
夫
婦
の
蔵
書
目
録
と
思
わ
れ
る
資
料
『
要

書
目
』（
５
）
、『
書
目
』（
６
）

を
参
照
す
る
と
、
麗
女
の
執
筆
方
法
が
よ

り
詳
し
く
見
え
て
く
る
。 

例
え
ば
『
笠
舎
』
に
収
録
さ
れ
る
記
事
が
『
日
本
書
紀
』
に
収
載

さ
れ
る
記
事
内
容
と
重
複
し
、
人
名
の
表
記
や
日
付
が
一
致
す
る
点
、

第
十
五
代
天
皇
を
神
功
皇
后
と
す
る
な
ど
、
歴
代
天
皇
の
皇
位
継
承

の
順
序
が
『
日
本
書
紀
』
に
従
っ
て
い
る
点
か
ら
、
『
笠
舎
』
の
上
代

に
関
す
る
記
述
の
主
要
な
典
拠
は
、
千
田
氏
の
指
摘
す
る
通
り
『
日
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20 
 

笠
舎 

巻
十
五 

桓
武
天
皇 

 
 

富
士
焼
て
砂
の
降
ぬ
る
ま
ぎ
れ
に
、
足
柄
の
路
埋
れ
て
通
ひ
が

た
く
成
に
し
か
ば
、
筥
荷
の
路
開
か
れ
つ
れ
ど
、
し
ば
し
に
て

又
足
柄
の
路
造
ら
れ
き
。 

 

②
稲
飯
命
・
三
毛
入
野
命
の
入
水 

 
 

日
本
書
紀 

 

遂
に
狭
野
を
越
え
、
而
し
て
熊
野
の
神
邑
に
到
り
、
且
天
磐
盾
に

登
り
、
仍
り
て
軍
を
引
き
漸
に
進
む
。
海
中
に
し
て
卒
に
暴
風
に

遇
ひ
、
皇
舟
漂
蕩
ふ
。
時
に
稲
飯
命
、
乃
ち
歎
き
て
曰
は
く
、「
嗟

乎
、
吾
が
祖
は
則
ち
天
神
、
母
は
則
ち
海
神
な
り
。
如
何
ぞ
我
を

陸
に
厄
め
、
復
我
を
海
に
厄
む
る
」
と
の
た
ま
ふ
。
言
ひ
訖
へ
、

乃
ち
剣
を
抜
き
海
に
入
り
、
鋤
持
神
に
化
為
り
た
ま
ふ
。
三
毛
入

野
命
、
亦
恨
み
て
曰
は
く
、
「
我
が
母
と
姨
と
は
、
並
び
に
是
海

神
な
り
。
何
為
ぞ
波
瀾
を
起
て
て
灌
溺
れ
し
む
る
」
と
の
た
ま
ひ
、

則
ち
浪
秀
を
蹈
み
て
常
世
郷
に
往
で
ま
し
ぬ
。 

 

 
 

笠
舎 

巻
一 

神
武
天
皇 

 
 

熊
野
ゝ
方
に
て
海
顔
俄
に
波
風
は
や
く
、
御
船
た
ゞ
よ
ひ
け
る

を
、
稲
飯
の
命
い
た
く
う
れ
た
き
事
に
し
給
ひ
、
海
に
入
て
神

に
な
ら
せ
給
ふ
。
三
毛
入
野
の
命
は
常
世
の
国
に
詣
給
へ
り
。 

 

③
大
津
皇
子
の
処
刑 

 
 

日
本
書
紀 

 

 
 

冬
十
月
の
戊
辰
の
朔
に
し
て
己
巳
に
、
皇
子
大
津
の
謀
反
け
む

こ
と
発
覚
れ
ぬ
。
皇
子
大
津
を
逮
捕
め
、
并
せ
て
皇
子
大
津
が

為
に
詿
誤
か
え
た
る
直
広
肆
八
口
朝
臣
音
橿
・
小
山
下
壱
伎
連

博
徳
と
、
大
舎
人
中
臣
朝
臣
臣
麻
呂
・
巨
勢
朝
臣
多
益
須
・
新

羅
沙
門
行
心
と
帳
内
礪
杵
道
作
等
、
三
十
余
人
を
捕
む
。
庚
午

に
、
皇
子
大
津
を
訳
語
田
の
舎
に
賜
死
む
。
時
に
年
二
十
四
な

り
。
妃
皇
女
山
辺
、
被
髪
し
徒
跣
に
し
て
、
奔
赴
き
て
殉
る
。

見
る
者
皆
歔
欷
く
。 

  
 

笠
舎 

巻
九 

持
統
天
皇 

十
月
二
日
、
大
津
の
皇
子
捕
へ
ら
れ
給
ひ
、
心
よ
せ
奉
り
し
人
〳

〵
三
十
余
人
召
と
ら
れ
き
。
又
の
日
皇
子
う
し
な
は
れ
給
へ
り
。

廿
四
に
ぞ
な
ら
せ
給
ふ
。
先
帝
第
三
の
皇
子
に
て
、
御
母
は
大
田

の
皇
女
に
お
は
し
ま
す
。
天
智
天
皇
こ
と
に
い
つ
く
し
み
奉
ら
せ

給
ひ
し
を
、
皇
子
も
思
し
忘
れ
ず
、
お
と
な
び
給
ひ
て
後
、
其
姫

皇
子
山
辺
の
皇
女
を
御
妃
に
し
給
へ
る
。
此
折
も
姫
皇
子
は
御
ぐ

し
を
み
だ
り
、
徒
跣

ス

ア

シ

に
て
皇
子
の
御
方
に
走
り
行
給
ひ
、
も
ろ
と

も
に
失
給
へ
り
。
帝
も
御
兄
弟
に
お
は
し
ま
せ
ば
、
さ
す
が
に
い

と
お
し
う
思
し
歎
か
せ
給
ふ
。
世
の
中
に
も
伝
へ
聞
て
、
い
み
じ

う
哀
に
思
ひ
聞
へ
奉
る
。
（
略
） 

十
一
月
、
伊
勢
の
斎
宮
に
お
は
し
ま
す
大
来
の
姫
皇
子
も
ま
か 

で
給
ひ
、
京
に
上
ら
せ
給
へ
り
。
大
津
の
皇
子
の
こ
と
を
聞
給
ひ
、

哀
に
覚
へ
給
へ
ば
、
斎
宮
、 

 
 
 

神
風
の
伊
勢
の
国
に
も
あ
ら
ま
し
を 

な
に
ゝ
か
き
け
ん
君
も
あ
ら
な
く
に 

  

①
で
は
、『
日
本
逸
史
』
の
記
事
と
、
内
容
も
用
い
ら
れ
る
漢
字
も

ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。 

 
②
で
は
、
熊
野
の
海
で
暴
風
に
よ
っ
て
船
の
制
御
を
失
っ
た
稲
飯

命
が
入
水
し
、
そ
れ
を
見
た
三
毛
入
野
命
も
後
を
追
う
、
と
い
う
あ

ら
す
じ
は
『
日
本
書
紀
』
の
記
事
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、『
笠
舎
』

で
は
死
を
前
に
し
た
二
人
の
台
詞
、「
神
邑
」
・「
天
磐
盾
」
と
い
う
地

名
等
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。 

 

③
で
は
、
大
津
皇
子
と
と
も
に
三
十
余
人
が
捕
ら
え
ら
れ
た
こ
と
、
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大
津
皇
子
が
処
刑
さ
れ
た
後
、
妃
の
山
辺
皇
女
が
髪
を
振
り
乱
し
て 

素
足
で
追
い
す
が
り
、
殉
死
し
た
こ
と
等
、
基
本
的
に
『
日
本
書
紀
』

 
の
記
述
に
拠
り
な
が
ら
も
、「
直
広
肆
八
口
朝
臣
音
橿
・
小
山
下
壱
伎 

連
博
徳
と
、
大
舎
人
中
臣
朝
臣
臣
麻
呂
・
巨
勢
朝
臣
多
益
須
・
新
羅 

沙
門
行
心
と
帳
内
礪
杵
道
作
等
」
の
、
大
津
皇
子
に
味
方
し
た
人
物 

の
名
称
は
省
略
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、『
日
本
書
紀
』
に
は
掲
載 

さ
れ
な
い
大
伯
皇
女
の
大
津
皇
子
を
偲
ぶ
和
歌
を
『
万
葉
集
』
か
ら 

引
く
こ
と
で
、
物
語
ら
し
い
趣
を
添
え
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、『
笠
舎
』
の
執
筆
方
法
は
、
典
拠
へ
の
依
存
度
が
高

い
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
も
物
語
と
し
て
の
読
み
易
さ
へ
の
配
慮
が

随
所
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
本
文
中
に
麗
女
独
自
の
歴
史
解
釈

や
麗
女
の
創
作
に
よ
る
独
自
記
事
の
挿
入
は
見
ら
れ
な
い
。 

 

四
、
執
筆
目
的
に
つ
い
て 

 

千
田
氏
は
本
書
の
執
筆
動
機
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
結
論
付

け
て
い
る
。 

 
 

即
ち
此
の
著
で
は
、
事
件
が
細
大
と
な
く
生
滅
、
継
起
す
る
様

相
は
表
面
的
に
は
描
出
せ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
で
終
っ
て

い
る
。
史
実
の
羅
列
で
終
止
し
て
い
て
、
そ
の
中
か
ら
大
き
な

時
代
の
特
色
だ
の
、
大
き
な
時
代
の
動
き
な
ど
を
掴
む
事
は
困

難
で
あ
る
。（
略
）
即
ち
此
の
書
に
於
て
著
者
の
史
観
と
云
う
も

の
を
知
る
こ
と
は
全
然
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
尤
も
著
者
は
初

か
ら
、
そ
ん
な
事
を
念
頭
に
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
。
史

書
に
よ
り
て
、
史
実
を
学
び
知
る
事
を
第
一
の
目
的
と
し
、
更

に
そ
の
知
識
を
整
理
す
る
為
、
筆
を
執
る
事
の
好
き
な
性
情
と

て
、
自
己
の
文
章
と
し
て
書
き
流
し
て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

四
鏡
に
倣
っ
て
様
々
な
資
料
を
も
と
に
和
文
で
歴
史
を
綴
る
こ
と

そ
の
も
の
が
麗
女
の
目
的
で
あ
り
、
楽
し
み
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
見
解
で
あ
り
、
首
肯
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。 

 

本
文
中
に
麗
女
独
自
の
歴
史
観
や
思
想
を
読
み
取
れ
る
箇
所
が
見

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
歴
史
に
独
自
の
解
釈
を
加
え
た
り
、
批

判
精
神
を
発
揮
す
る
こ
と
が
執
筆
目
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
白

で
あ
る
。
そ
の
執
筆
方
法
が
六
国
史
等
の
漢
文
体
資
料
を
、
典
拠
の

記
述
に
従
い
つ
つ
、
物
語
風
の
和
文
体
に
書
き
改
め
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
あ
え
て
言
え
ば
、
麗
女
の
目
的
は
自
ら
の
手
に
よ
っ
て

第
一
代
か
ら
第
八
十
代
に
至
る
ま
で
の
歴
史
物
語
を
四
鏡
に
倣
っ
て

書
き
綴
る
こ
と
そ
の
も
の
に
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
麗
女
に
『
増
鏡
』
へ
と
接
続
す
る
歴
史
物
語
を
執
筆
す
る

意
図
が
あ
っ
た
こ
と
は
先
述
し
た
。
福
田
景
道
氏
は
、『
池
の
藻
屑
』

と
『
月
の
行
方
』
に
つ
い
て
、
序
文
の
構
成
・
序
文
に
設
定
さ
れ
る

語
り
手
の
人
物
像
・
結
末
部
分
が
、
四
鏡
の
中
で
も
『
増
鏡
』
と
類

似
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
８
）
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

麗
女
が
歴
史
物
語
執
筆
に
際
し
、
特
に
規
範
と
し
て
念
頭
に
置
い
て

い
た
の
は
『
増
鏡
』
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

一
方
で
、
『
増
鏡
』
や
『
栄
花
物
語
』
の
よ
う
に
雅
な
巻
名
は
用
い

ず
、
天
皇
の
名
称
を
巻
頭
に
配
す
る
と
い
う
相
違
点
も
み
ら
れ
る
。

こ
の
点
と
、
第
一
代
天
皇
以
前
の
神
代
の
歴
史
に
関
し
て
は
、「
天
地

ひ
ら
け
て
、
天
津
祖
は
じ
め
て
基
を
起
し
給
ひ
、
大
八
洲
の
国
な
り

て
天
の
神
地
の
祇
の
御
代
の
程
、
幾
万
の
年
を
経
侍
る
こ
と
に
て
か

ろ
〴
〵
し
う
聞
へ
な
す
べ
う
も
侍
ら
ず
、
唯
か
し
こ
ま
り
置
ば
か
り

に
な
ん
。
さ
る
は
古
き
書
な
ど
に
て
も
お
の
づ
か
ら
御
ら
ん
得
ら
ん

か
し
。
」
と
記
し
て
省
略
し
て
い
る
点
か
ら
、
麗
女
に
は
天
皇
の
年
譜

を
中
心
と
し
た
天
皇
の
系
譜
の
物
語
と
し
て
『
笠
舎
』
を
執
筆
す
る

意
識
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

さ
ら
に
、
麗
女
に
は
、
現
存
未
詳
の
『
か
さ
の
雫
』
と
い
う
全
七

十
巻
の
歴
史
物
語
と
思
し
き
作
品
も
あ
っ
た
ら
し
い
。『
檜
垣
麗
女
著

述
目
録
』
に
は
記
載
が
な
い
が
、
度
会
貞
多
の
『
神
境
秘
事
談
』（
９
）

に
、「
い
に
し
へ
よ
り
の
歴
代
の
治
乱
興
廃
戦
争
を
の
ぶ
」
も
の
と
記

20 
 

笠
舎 

巻
十
五 

桓
武
天
皇 

 
 

富
士
焼
て
砂
の
降
ぬ
る
ま
ぎ
れ
に
、
足
柄
の
路
埋
れ
て
通
ひ
が

た
く
成
に
し
か
ば
、
筥
荷
の
路
開
か
れ
つ
れ
ど
、
し
ば
し
に
て

又
足
柄
の
路
造
ら
れ
き
。 

 

②
稲
飯
命
・
三
毛
入
野
命
の
入
水 

 
 

日
本
書
紀 

 

遂
に
狭
野
を
越
え
、
而
し
て
熊
野
の
神
邑
に
到
り
、
且
天
磐
盾
に

登
り
、
仍
り
て
軍
を
引
き
漸
に
進
む
。
海
中
に
し
て
卒
に
暴
風
に

遇
ひ
、
皇
舟
漂
蕩
ふ
。
時
に
稲
飯
命
、
乃
ち
歎
き
て
曰
は
く
、「
嗟

乎
、
吾
が
祖
は
則
ち
天
神
、
母
は
則
ち
海
神
な
り
。
如
何
ぞ
我
を

陸
に
厄
め
、
復
我
を
海
に
厄
む
る
」
と
の
た
ま
ふ
。
言
ひ
訖
へ
、

乃
ち
剣
を
抜
き
海
に
入
り
、
鋤
持
神
に
化
為
り
た
ま
ふ
。
三
毛
入

野
命
、
亦
恨
み
て
曰
は
く
、
「
我
が
母
と
姨
と
は
、
並
び
に
是
海

神
な
り
。
何
為
ぞ
波
瀾
を
起
て
て
灌
溺
れ
し
む
る
」
と
の
た
ま
ひ
、

則
ち
浪
秀
を
蹈
み
て
常
世
郷
に
往
で
ま
し
ぬ
。 

 

 
 

笠
舎 

巻
一 

神
武
天
皇 

 
 

熊
野
ゝ
方
に
て
海
顔
俄
に
波
風
は
や
く
、
御
船
た
ゞ
よ
ひ
け
る

を
、
稲
飯
の
命
い
た
く
う
れ
た
き
事
に
し
給
ひ
、
海
に
入
て
神

に
な
ら
せ
給
ふ
。
三
毛
入
野
の
命
は
常
世
の
国
に
詣
給
へ
り
。 

 

③
大
津
皇
子
の
処
刑 

 
 

日
本
書
紀 

 

 
 

冬
十
月
の
戊
辰
の
朔
に
し
て
己
巳
に
、
皇
子
大
津
の
謀
反
け
む

こ
と
発
覚
れ
ぬ
。
皇
子
大
津
を
逮
捕
め
、
并
せ
て
皇
子
大
津
が

為
に
詿
誤
か
え
た
る
直
広
肆
八
口
朝
臣
音
橿
・
小
山
下
壱
伎
連

博
徳
と
、
大
舎
人
中
臣
朝
臣
臣
麻
呂
・
巨
勢
朝
臣
多
益
須
・
新

羅
沙
門
行
心
と
帳
内
礪
杵
道
作
等
、
三
十
余
人
を
捕
む
。
庚
午

に
、
皇
子
大
津
を
訳
語
田
の
舎
に
賜
死
む
。
時
に
年
二
十
四
な

り
。
妃
皇
女
山
辺
、
被
髪
し
徒
跣
に
し
て
、
奔
赴
き
て
殉
る
。

見
る
者
皆
歔
欷
く
。 

  
 

笠
舎 

巻
九 

持
統
天
皇 

十
月
二
日
、
大
津
の
皇
子
捕
へ
ら
れ
給
ひ
、
心
よ
せ
奉
り
し
人
〳

〵
三
十
余
人
召
と
ら
れ
き
。
又
の
日
皇
子
う
し
な
は
れ
給
へ
り
。

廿
四
に
ぞ
な
ら
せ
給
ふ
。
先
帝
第
三
の
皇
子
に
て
、
御
母
は
大
田

の
皇
女
に
お
は
し
ま
す
。
天
智
天
皇
こ
と
に
い
つ
く
し
み
奉
ら
せ

給
ひ
し
を
、
皇
子
も
思
し
忘
れ
ず
、
お
と
な
び
給
ひ
て
後
、
其
姫

皇
子
山
辺
の
皇
女
を
御
妃
に
し
給
へ
る
。
此
折
も
姫
皇
子
は
御
ぐ

し
を
み
だ
り
、
徒
跣

ス

ア

シ

に
て
皇
子
の
御
方
に
走
り
行
給
ひ
、
も
ろ
と

も
に
失
給
へ
り
。
帝
も
御
兄
弟
に
お
は
し
ま
せ
ば
、
さ
す
が
に
い

と
お
し
う
思
し
歎
か
せ
給
ふ
。
世
の
中
に
も
伝
へ
聞
て
、
い
み
じ

う
哀
に
思
ひ
聞
へ
奉
る
。
（
略
） 

十
一
月
、
伊
勢
の
斎
宮
に
お
は
し
ま
す
大
来
の
姫
皇
子
も
ま
か 

で
給
ひ
、
京
に
上
ら
せ
給
へ
り
。
大
津
の
皇
子
の
こ
と
を
聞
給
ひ
、

哀
に
覚
へ
給
へ
ば
、
斎
宮
、 

 
 
 

神
風
の
伊
勢
の
国
に
も
あ
ら
ま
し
を 

な
に
ゝ
か
き
け
ん
君
も
あ
ら
な
く
に 

  

①
で
は
、『
日
本
逸
史
』
の
記
事
と
、
内
容
も
用
い
ら
れ
る
漢
字
も

ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。 

 

②
で
は
、
熊
野
の
海
で
暴
風
に
よ
っ
て
船
の
制
御
を
失
っ
た
稲
飯

命
が
入
水
し
、
そ
れ
を
見
た
三
毛
入
野
命
も
後
を
追
う
、
と
い
う
あ

ら
す
じ
は
『
日
本
書
紀
』
の
記
事
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、『
笠
舎
』

で
は
死
を
前
に
し
た
二
人
の
台
詞
、「
神
邑
」
・「
天
磐
盾
」
と
い
う
地

名
等
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。 

 

③
で
は
、
大
津
皇
子
と
と
も
に
三
十
余
人
が
捕
ら
え
ら
れ
た
こ
と
、
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さ
れ
て
い
る
。
『
笠
舎
』
と
の
成
立
の
前
後
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、

題
名
か
ら
『
笠
舎
』
と
対
に
な
る
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
麗
女

は
『
池
の
藻
屑
』
、
『
月
の
行
方
』
、
『
笠
舎
』
の
中
で
は
戦
に
ま
つ
わ

る
描
写
を
簡
素
な
も
の
に
留
め
、
宮
中
を
中
心
と
す
る
雅
事
の
描
写

に
多
く
筆
を
割
い
て
い
る
。
し
か
し
貞
多
の
記
述
を
見
る
に
、『
か
さ

の
雫
』
で
は
こ
れ
ら
で
省
筆
し
て
い
る
戦
の
描
写
に
力
を
入
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
第
一
代
か
ら
第
八
十
一
代
ま
で
の
長
期
間
の
出
来
事
を

網
羅
し
た
『
笠
舎
』
と
、
七
十
巻
に
も
及
ぶ
と
い
う
『
か
さ
の
雫
』

が
存
在
し
た
こ
と
か
ら
、
歴
史
物
語
を
綴
る
こ
と
に
対
す
る
麗
女
の

熱
意
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。 

 
 お

わ
り
に 

 

麗
女
は
『
池
の
藻
屑
』
と
『
月
の
行
方
』
の
執
筆
に
よ
っ
て
、
四

鏡
に
お
け
る
空
白
期
間
を
補
い
、
和
文
に
よ
る
日
本
通
史
を
完
成
さ

せ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
（
10
）
。
そ
し
て
麗
女
の
歴
史
物
語
執
筆
の

取
り
組
み
は
、
上
記
の
二
書
に
留
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
長
大
な
歴
史
物

語
『
笠
舎
』
執
筆
へ
と
続
い
て
行
く
。
筆
の
速
い
麗
女
に
は
珍
し
く
、

八
ヶ
月
も
の
時
間
を
か
け
て
執
筆
し
た
『
笠
舎
』
は
、
こ
れ
ま
で
詳

細
に
研
究
さ
れ
る
機
会
に
乏
し
か
っ
た
。『
池
の
藻
屑
』
、『
月
の
行
方
』

と
は
違
い
、
歴
史
物
語
の
系
譜
の
中
に
も
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
完

本
の
存
在
が
確
認
で
き
ず
、
広
く
流
布
し
た
形
跡
も
な
い
こ
と
が
そ

の
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

し
か
し
、『
池
の
藻
屑
』
、『
月
の
行
方
』
で
歴
史
物
語
執
筆
の
要
領

を
掴
ん
だ
後
に
、
満
を
持
し
て
第
一
代
天
皇
か
ら
の
歴
史
を
書
き
綴

っ
た
本
書
は
、
麗
女
の
歴
史
物
語
の
集
大
成
で
あ
る
と
見
る
こ
と
も

で
き
る
。
麗
女
の
歴
史
物
語
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
は
、
本
書
の
主

題
や
構
想
等
も
明
ら
か
に
し
、
内
容
の
分
析
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
が

必
要
で
あ
ろ
う
。 

 
 

 

 

注 

１ 

千
田
憲
氏
「
慶
徳
麗
女
の
「
笠
舍
」
に
就
い
て
」（
『
女
子
大
国
文
』
一
、
一

九
五
五
年
一
〇
月
）
。
引
用
の
際
、
漢
字
・
仮
名
遣
の
旧
字
を
現
在
通
行
の

形
に
改
め
た
。 

２ 

白
百
合
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『
檜
垣
麗
女
著
述
目
録
』
（
請
求
記
号
：

0
9
0
/
A
6
4
/
3
6

） 

３ 

荒
木
田
麗
女
『
慶
徳
麗
女
遺
稿
』
は
、
享
和
二
年
頃
成
立
。
本
文
は
（
大
川

茂
雄
氏
・
南
茂
樹
氏
編
『
国
学
者
伝
記
集
成
（
上
）
』
復
刻
版
、
東
出
版
、

一
九
九
七
年
九
月
）
に
拠
っ
た
。 

４ 

荒
木
田
麗
女
『
麗
女
文
集 

下
』
は
、
文
化
三
年
成
立
。
本
文
は
白
百
合
女

子
大
学
図
書
館
所
蔵
本
（
請
求
記
号
：0

9
0
/
A
6
4
/
2
1

）
に
拠
っ
た
。 

５ 

『
要
書
目
』
は
成
立
年
不
明
。
実
践
女
子
大
学
・
実
践
女
子
大
学
短
期
大
学

部
図
書
館
伊
豆
野
文
庫
所
蔵
。
本
文
は
麗
女
の
夫
、
慶
徳
家
雅
の
筆
跡
。
様
々

な
書
物
の
名
称
が
列
挙
さ
れ
、
作
者
や
冊
数
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。 

６ 

『
書
目
』
は
天
明
三
年
成
立
。
『
要
書
目
』
に
記
載
さ
れ
る
書
物
と
ほ
ぼ
重

複
す
る
が
、
多
少
の
増
減
が
あ
る
。
『
要
書
目
』
の
成
立
以
降
に
新
た
に
入

手
し
た
も
の
を
書
き
入
れ
、
手
元
か
ら
な
く
な
っ
た
物
を
削
除
し
、
再
度
蔵

書
を
整
理
し
て
作
成
し
た
目
録
と
考
え
ら
れ
る
。 

７ 

『
日
本
逸
史
』
の
引
用
は
、
国
史
大
系
第
八
巻
『
日
本
書
紀
私
記 

釈
日
本

紀 

日
本
逸
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
）
に
、『
日
本
書
紀
』
の
引

用
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
①
』
（
小
学
館
、
一
九
九
四

年
）
、
同
『
日
本
書
紀
③
』
（
小
学
館
、
一
九
九
八
年
）
に
依
っ
た
。
『
日
本

書
紀
』
の
引
用
に
際
し
て
は
、
書
き
下
し
文
の
み
を
用
い
た
。 

８ 

福
田
景
道
氏
「
『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
輪
郭
―
枠
物
語
形
式
の
継
承
と
変
容
―
」

（
『
島
大
国
文
』
三
三
、
二
〇
一
一
年
三
月
）、「
『
池
の
藻
屑
』
研
究
序
説
―

歴
史
物
語
の
系
列
化
と
枠
物
語
構
想
―
」（
『
島
大
国
文
』
三
四
、
二
〇
一
四

年
一
月
） 

９ 
度
会
貞
多
『
神
境
秘
事
談
』
は
享
和
三
年
成
立
。
本
文
は
神
宮
文
庫
所
蔵
本

（
請
求
記
号
：
八
門
―
三
三
七
）
に
拠
っ
た
。 

10 

荻
野
由
之
氏
『
史
話
と
文
和
』（
博
文
館
、
一
九
一
八
年
）
、
芳
賀
矢
一
氏
『
日 

本
文
献
学
文
法
論
歴
史
物
語
』（
冨
山
房
、
一
九
二
八
年
）
等
に
言
及
さ
れ 

る
。
近
年
に
お
い
て
は
、
前
掲
注
（
８
）
に
お
い
て
も
、
主
要
な
歴
史
物
語 

作
品
と
見
な
し
得
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 
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〔
付
記
〕 

本
稿
は
平
成
三
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
Ｂ
・
課

題
番
号
：1

6K1
67
57

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 

（
く
も
お
か 

あ
ず
さ
／
北
海
道
教
育
大
学
准
教
授
） 

22 
 

さ
れ
て
い
る
。
『
笠
舎
』
と
の
成
立
の
前
後
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、

題
名
か
ら
『
笠
舎
』
と
対
に
な
る
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
麗
女

は
『
池
の
藻
屑
』
、
『
月
の
行
方
』
、
『
笠
舎
』
の
中
で
は
戦
に
ま
つ
わ

る
描
写
を
簡
素
な
も
の
に
留
め
、
宮
中
を
中
心
と
す
る
雅
事
の
描
写

に
多
く
筆
を
割
い
て
い
る
。
し
か
し
貞
多
の
記
述
を
見
る
に
、『
か
さ

の
雫
』
で
は
こ
れ
ら
で
省
筆
し
て
い
る
戦
の
描
写
に
力
を
入
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
第
一
代
か
ら
第
八
十
一
代
ま
で
の
長
期
間
の
出
来
事
を

網
羅
し
た
『
笠
舎
』
と
、
七
十
巻
に
も
及
ぶ
と
い
う
『
か
さ
の
雫
』

が
存
在
し
た
こ
と
か
ら
、
歴
史
物
語
を
綴
る
こ
と
に
対
す
る
麗
女
の

熱
意
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。 

 
 お

わ
り
に 

 

麗
女
は
『
池
の
藻
屑
』
と
『
月
の
行
方
』
の
執
筆
に
よ
っ
て
、
四

鏡
に
お
け
る
空
白
期
間
を
補
い
、
和
文
に
よ
る
日
本
通
史
を
完
成
さ

せ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
（
10
）
。
そ
し
て
麗
女
の
歴
史
物
語
執
筆
の

取
り
組
み
は
、
上
記
の
二
書
に
留
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
長
大
な
歴
史
物

語
『
笠
舎
』
執
筆
へ
と
続
い
て
行
く
。
筆
の
速
い
麗
女
に
は
珍
し
く
、

八
ヶ
月
も
の
時
間
を
か
け
て
執
筆
し
た
『
笠
舎
』
は
、
こ
れ
ま
で
詳

細
に
研
究
さ
れ
る
機
会
に
乏
し
か
っ
た
。『
池
の
藻
屑
』
、『
月
の
行
方
』

と
は
違
い
、
歴
史
物
語
の
系
譜
の
中
に
も
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
完

本
の
存
在
が
確
認
で
き
ず
、
広
く
流
布
し
た
形
跡
も
な
い
こ
と
が
そ

の
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

し
か
し
、『
池
の
藻
屑
』
、『
月
の
行
方
』
で
歴
史
物
語
執
筆
の
要
領

を
掴
ん
だ
後
に
、
満
を
持
し
て
第
一
代
天
皇
か
ら
の
歴
史
を
書
き
綴

っ
た
本
書
は
、
麗
女
の
歴
史
物
語
の
集
大
成
で
あ
る
と
見
る
こ
と
も

で
き
る
。
麗
女
の
歴
史
物
語
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
は
、
本
書
の
主

題
や
構
想
等
も
明
ら
か
に
し
、
内
容
の
分
析
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
が

必
要
で
あ
ろ
う
。 

 
 

 

 

注 

１ 

千
田
憲
氏
「
慶
徳
麗
女
の
「
笠
舍
」
に
就
い
て
」（
『
女
子
大
国
文
』
一
、
一

九
五
五
年
一
〇
月
）
。
引
用
の
際
、
漢
字
・
仮
名
遣
の
旧
字
を
現
在
通
行
の

形
に
改
め
た
。 

２ 

白
百
合
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『
檜
垣
麗
女
著
述
目
録
』
（
請
求
記
号
：

0
9
0
/
A
6
4
/
3
6

） 

３ 

荒
木
田
麗
女
『
慶
徳
麗
女
遺
稿
』
は
、
享
和
二
年
頃
成
立
。
本
文
は
（
大
川

茂
雄
氏
・
南
茂
樹
氏
編
『
国
学
者
伝
記
集
成
（
上
）
』
復
刻
版
、
東
出
版
、

一
九
九
七
年
九
月
）
に
拠
っ
た
。 

４ 

荒
木
田
麗
女
『
麗
女
文
集 

下
』
は
、
文
化
三
年
成
立
。
本
文
は
白
百
合
女

子
大
学
図
書
館
所
蔵
本
（
請
求
記
号
：0

9
0
/
A
6
4
/
2
1

）
に
拠
っ
た
。 

５ 

『
要
書
目
』
は
成
立
年
不
明
。
実
践
女
子
大
学
・
実
践
女
子
大
学
短
期
大
学

部
図
書
館
伊
豆
野
文
庫
所
蔵
。
本
文
は
麗
女
の
夫
、
慶
徳
家
雅
の
筆
跡
。
様
々

な
書
物
の
名
称
が
列
挙
さ
れ
、
作
者
や
冊
数
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。 

６ 

『
書
目
』
は
天
明
三
年
成
立
。
『
要
書
目
』
に
記
載
さ
れ
る
書
物
と
ほ
ぼ
重

複
す
る
が
、
多
少
の
増
減
が
あ
る
。
『
要
書
目
』
の
成
立
以
降
に
新
た
に
入

手
し
た
も
の
を
書
き
入
れ
、
手
元
か
ら
な
く
な
っ
た
物
を
削
除
し
、
再
度
蔵

書
を
整
理
し
て
作
成
し
た
目
録
と
考
え
ら
れ
る
。 

７ 

『
日
本
逸
史
』
の
引
用
は
、
国
史
大
系
第
八
巻
『
日
本
書
紀
私
記 

釈
日
本

紀 

日
本
逸
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
）
に
、『
日
本
書
紀
』
の
引

用
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
①
』
（
小
学
館
、
一
九
九
四

年
）
、
同
『
日
本
書
紀
③
』
（
小
学
館
、
一
九
九
八
年
）
に
依
っ
た
。
『
日
本

書
紀
』
の
引
用
に
際
し
て
は
、
書
き
下
し
文
の
み
を
用
い
た
。 

８ 

福
田
景
道
氏
「
『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
輪
郭
―
枠
物
語
形
式
の
継
承
と
変
容
―
」

（
『
島
大
国
文
』
三
三
、
二
〇
一
一
年
三
月
）、「
『
池
の
藻
屑
』
研
究
序
説
―

歴
史
物
語
の
系
列
化
と
枠
物
語
構
想
―
」（
『
島
大
国
文
』
三
四
、
二
〇
一
四

年
一
月
） 

９ 

度
会
貞
多
『
神
境
秘
事
談
』
は
享
和
三
年
成
立
。
本
文
は
神
宮
文
庫
所
蔵
本

（
請
求
記
号
：
八
門
―
三
三
七
）
に
拠
っ
た
。 

10 

荻
野
由
之
氏
『
史
話
と
文
和
』（
博
文
館
、
一
九
一
八
年
）
、
芳
賀
矢
一
氏
『
日 

本
文
献
学
文
法
論
歴
史
物
語
』（
冨
山
房
、
一
九
二
八
年
）
等
に
言
及
さ
れ 

る
。
近
年
に
お
い
て
は
、
前
掲
注
（
８
）
に
お
い
て
も
、
主
要
な
歴
史
物
語 

作
品
と
見
な
し
得
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 
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